
1 

 

２ ０ ２ ６ 年 度 事 業 計 画 

 

基本方針 

 当財団の定款に示されている「清水港を中心に広く全国における海事に関する資料を収集、保存

及び展示し、清水港の歴史的変遷を紹介することにより、海事関係者に対する海事知識の普及を図

るとともに、地域住民の海事思想の高揚を図り、もって清水港の発展と振興に寄与することを目的

とする」にのっとり、清水の発展と地域住民のアイデンティティが港と不可分であり、「海と人、生

活を結びつける港」の意義を深く伝え、広めていく市民への文化の発信拠点として機能していくこ

とを使命と考えております。 

そこで、地域の歴史や民俗を含めた海事関係事業を中心とし、当地域に縁をもつ作家の紹介も含

めて博物館事業を展開しています。また、周辺住民との交流はもとより、将来を担う子どもたちへ

の学習と情報提供を行う拠点としての事業も模索しております。 

1991年に財団法人清水港湾博物館となり、煉瓦建築の施設となりました。2012年には港湾により

親しんでいただく事業を実施するために一般財団法人清水港湾博物館へと移行しました。今後とも、

設立の趣旨及び財団の設置目的を達成するため、より港湾の活性化にも寄与することができる事業

を推進してまいります。 

 

今年度の事業について 

(1) 展覧会事業 

当館の展示事業は、通常基本となる海事関係を１階の「常設展示室」で紹介し、企画展示を 

２階の「企画展示室」で実施しています。今年度も以下の企画展を計画しています。 

 

・企画展「松にきく − 澤田祐一展 −」 

         4月1日（水）～ 6月28日（日） 

三保の松原の近くに職を得て、40年以上に渡り、松林や松を題材とした作品を創り続けてい

ます。澤田氏は、松林の中にいると松の存在感に圧倒されたといいます。様々な方向にねじれ

て絡み合う松に囲まれていると、焦点が合わないような感覚に陥り、美術家としての自分を見

つけることができると確信した、と語ります。油絵に使うキャンバスの布地に紙や紐、絵筆で

描いたりして版を作り、そこにインクを引き、紙を置き、刷り上げた“コラグラフ”による版

画を紹介します。 

 

・企画展「こけし展」 

                      7月4日（土）～ 9月6日（日） 

こけし は東北地方で生まれた木製の人形で、回転する轆轤で整形する椀や盆などの木地職

人が本業の傍ら端材で子どものおもちゃとして作ったのがはじまりといわれます。子どもが遊

ぶための小さな人形のおもちゃ＝木で作った芥子（ケシ）人形、が名前の由来といわれていま

す。近年では、来日する外国人にも人気が挙がってきた日本のこけしを産地の違いなどにより

紹介していきます。 
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・企画展「東西の帆船」  

9月12日（土）～ 11月15日（日） 

15 世紀半ばから大航海時代に突入したヨーロッパでは、3～4 本マストの木造帆船が登場し

ました。さらに19世紀には蒸気機関が開発され、船舶にも搭載されるようになり、帆と機械力

を併せ持つ帆走型の蒸気船が普及していきました。このような造船技術は日本にも伝わり、さ

らに船体も木造から鉄製、鋼製へと変化していきます。帆船や帆装艤装された船舶の絵画や模

型により中世から近現代までの西洋と日本の帆船を紹介します。 

 

・特別展「銘仙展 冬」 

11月12日（土）～ 2月7日（日） 

銘仙は、上物の絹織物には不向きな屑繭から引いた太めの絹糸を使い、密に織った丈夫で安 

価な着物でした。大正〜昭和初期に日本で流行したアール・ヌーボーやアール・デコの影響

を受けた大胆なデザインを施した銘仙が大流行しました。近年になり銘仙が流行してきている

ことと製作から 100 年が経過し、銘仙の劣化が始まっていることから急ぎ開催するものです。

2024年開催の「銘仙展 夏」に続くもので、前・後期の２期に分けて紹介します。 

 

  空調工事期間休館 

 

・企画展「セルロイドヒストリイ － 坂崎幸之助コレクション －」  

3月27日（土）～ 6月13日（日） 

セルロイドは明治時代に原料として輸入されて櫛や洋傘の柄に、そして文房具やおもちゃ、

レコードなどの生活用具へと加工されました。戦後にはセルロイドの輸出が日本の全輸出額の

5 割を超えて、復興期を支えたといいます。しかし、今ではセルロイド製品を見ることは少な

くなり、昭和時代を感じさせる品物となりました。本展は大正・昭和期のモダンな品々を収集

する坂崎幸之助さんのコレクションからセルロイド製品を当時の生活用語とともに紹介しま

す。 

 

(2) イベント事業 

特別展・企画展の理解を深めるために、補助として講演会、実演会などを実施していきます。

また、文化や歴史、学芸部長講座を開催して文化史や歴史の理解を深める事業を実施していきま

す。また、恒例となっている「キャンドルナイト」や「清水みなと寄席」も開催していく予定で

す。 

 

(3) 教育事業 

夏休み期間中には 5人を限度として静岡県内在住もしくは出身の大学生を対象とした学芸員資

格取得のための実習を行っています。この事業は登録博物館に求められるもので、文化財保護の

啓蒙活動の一環としても実施しています。また、近在の高等学校や小・中学校の生徒を対象とし

た職場体験事業も受け入れていきます。 

 

(4) 資料収集調査研究事業 

清水港と港湾関係資料を積極的に調査収集していきます。大正時代以前の資料は年々難しくな

ってきていますが、常設展示の充実には欠かすことができない事業です。また、今後は系統だっ

た資料の収集が必要と考えられます。 


